
心
豊
か
に
、
い
き
い
き
と
、

�

１
０
０
歳
健
康
を
め
ざ
し
て

�

豊
島
区
長　

高
野　

之
夫

平
素
よ
り
、
本
区
の
高
齢
者
施
策

を
は
じ
め
行
政
運
営
の
各
般
に
わ
た

り
、
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
本
誌
第
１
０
１
号
の
発
刊

を
機
に
、
新
誌
名
を
「
い
き
い
き
豊

島
～
人
生
を
豊
か
に
、
健
や
か
に
、

と
も
に
生
き
る
～
」
と
し
て
、
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た
こ
と
を
、
心
よ
り

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

新
誌
名
は
、
と
て
も
親
し
み
や
す

く
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
印
象
で
、
ま
さ

に
積
極
的
な
活
動
を
さ
れ
る
「
豊
島

区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
」
の
広
報

誌
に
ふ
さ
わ
し
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、
貴
会

の
活
動
と
広
報
が
、
よ
り
充
実
し
た

も
の
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。さ

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
に
伴
い
、
外
出
自
粛
等

に
よ
り
、
高
齢
者
の
方
々
の
生
活
不

活
発
に
よ
る
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
の

忙
中
閑
あ
り
。

無
性
に
絵
を
描
き
た
く
な
り
、
描
く
の
は
海
か
ら
昇
る
朝
陽
ば
か
り
。

長
い
お
休
み
の
中
、コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
今
迄
に
な
い
時
間
を
過
ご
す
。

再
び
描
き
始
め
た
の
は
海
の
中
に
消
え
ゆ
く
夕
陽
。

人
生
の
一
生
は
長
い
よ
う
で
短
い
。

人
生
の
不
思
議
さ
を
感
じ
る
。

「
沈
み
ゆ
く
夕
陽
」�

高
野　

之
夫

進
行
が
懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

私
は
、
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
り
、

区
民
サ
ー
ビ
ス
の
安
全
・
安
心
を
高

め
る
た
め
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
強
力

に
推
し
進
め
て
き
ま
し
た
。
ワ
ク
チ

ン
接
種
な
く
し
て
、
コ
ロ
ナ
と
の
戦

い
は
終
わ
り
ま
せ
ん
。

す
で
に
、
高
齢
者
へ
ワ
ク
チ
ン
接

種
も
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。
今
度

は
、
感
染
防
止
に
十
分
留
意
の
う
え
、

い
わ
ゆ
る
「
コ
ロ
ナ
フ
レ
イ
ル
」
へ

の
対
策
を
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
活
動

で
実
践
し
、
心
身
の
活
力
の
維
持
や

体
力
低
下
の
防
止
を
図
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

区
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
フ
レ
イ

ル
対
策
を
積
極
的
に
展
開
す
る
こ
と

で
、
１
０
０
歳
健
康
を
め
ざ
し
て
ま

い
り
ま
す
。

結
び
に
、
豊
島
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ

連
合
会
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、

会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
を
祈
念
申

し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

特　集

会
員
の
現
状
と
要
望
と
対
策

「
ア
ン
ケ
ー
ト
」
か
ら
見
え
た
も
の

身
近
な
こ
と
か
ら
、
一
緒
に

身
近
な
こ
と
か
ら
、
一
緒
に

��

Ｓ
Ｄ
Ｇ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ss
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

P.10〜
� P.12

P.8〜
� P.9

（
ク
レ
ヨ
ン　

ス
ケ
ッ
チ
画
）

人生を豊かに、健やかに、ともに生きる！人生を豊かに、健やかに、ともに生きる！

いきいき豊島いきいき豊島
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コ
ロ
ナ
禍
二
年
目
の
夏
で
す
が
、

�

ワ
ク
チ
ン
の
普
及
で
元
気
に
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
！

豊
島
区
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
　
会
長
　
外
山
　
克
己

　

高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
会
員
の

皆
さ
ん
、
コ
ロ
ナ
禍
で
す
が
お
元
気

で
お
過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
に
も
「
元
気
で
す
！
」
と
大
き
な

声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

　

さ
て
、
区
高
連
の
広
報
誌
の
発
行

が
今
回
で
「
１
０
１
号
」
を
数
え
る

に
至
り
、
記
念
す
べ
き
号
と
な
り
ま

し
た
。
先
達
の
皆
さ
ん
が
年
２
回
の

発
行
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
に
敬
意

を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た

「
１
０
１
号
」
は
「
い
き
い
き
豊
島
」

の
タ
イ
ト
ル
で
装
い
も
新
た
に
発
行

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
皆
さ
ん
に
と
り
ま
し
て
読
ん
で

楽
し
い
、
知
り
た
い
内
容
が
満
載
の

広
報
誌
に
な
れ
る
よ
う
皆
さ
ん
の
応

援
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
区
高
連

の
事
業
も
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い
事

業
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
そ
し

て
今
年
も
対
面
で
行
う
こ
と
を
予
定

し
て
い
ま
し
た
総
会
を
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、急
き
ょ
、昨
年
同
様
書

面
に
よ
る
決
議
に
い
た
し
ま
し
た
。

結
果
、
す
べ
て
の
議
案
に
つ
き
ま
し

て
ご
賛
同
い
た
だ
き
可
決
い
た
し
ま

し
た
。
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
高
齢
者
に
と
り
ま

し
て
、
集
ま
っ
て
顔
を
見
て
話
し
を

し
た
り
、
お
茶
を
飲
ん
だ
り
す
る
機

会
が
減
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
元
気

の
源
が
な
く
な
っ
た
こ
と
が
一
番
残

念
で
し
た
。
今
年
に
入
り
依
然
コ
ロ

ナ
禍
の
状
態
で
す
が
、
65
歳
以
上
の

高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
始
ま

り
、
多
く
の
人
に
接
種
が
い
き
わ
た

れ
ば
少
し
感
染
と
い
う
心
配
が
和
ら

ぐ
の
で
は
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

こ
ん
な
状
況
下
で
す
が
、
工
夫
を

し
な
が
ら
活
動
し
て
い
る
単
位
ク
ラ

ブ
も
あ
り
、
多
く
の
人
が
一
カ
所
に

集
ま
ら
な
い
よ
う
に
会
場
を
分
け
て

の
「
輪
投
げ
大
会
」
な
ど
を
行
っ
た

と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
今
後
も
い

ろ
い
ろ
皆
さ
ん
で
工
夫
し
て
い
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

話
が
変
わ
り
ま
す
が
、
昨
年
は
事

業
を
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ

の
機
会
を
利
用
し
て
会
員
の
皆
さ
ん

に
「
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
行

い
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ
ん
ご
協
力

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
詳
細
に
つ
い
て
は
本
号
で
特
集

ペ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
の
で
省
略
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
今
後
の
区
高

連
の
活
動
に
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
ご

意
見
と
期
待
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
の
活
動
に
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

織
り
込
ん
で
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
来
年
は「
区
高
連
創
立
60
周
年
」と

記
念
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
こ
で

区
高
連
で
は
60
周
年
記
念
行
事
の
た

め
の
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
記

念
誌
の
発
行
や
記
念
式
典
の
企
画
な

ど
行
う
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
今

後
と
も
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令和３年８月15日（2）いきいき豊島第101号

私たちは豊島区高齢者クラブの活動を応援しています。



人
生
を
豊
か
に
、健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

～
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
、フ
レ
イ
ル
対
策
を
～

豊
島
区
保
健
福
祉
部
　
高
齢
者
福
祉
課
長
　
　
猪
飼
　
敏
夫

令
和
３
年
度

令
和
３
年
度��

第第
5959
回
定
時
総
会

回
定
時
総
会

本
年
も
「
定
時
総
会
」
は
残
念
な
が
ら

本
年
も
「
定
時
総
会
」
は
残
念
な
が
ら

��

「
書
面
議
決
」
と
な
り
ま
し
た

「
書
面
議
決
」
と
な
り
ま
し
た

　

日
頃
か
ら
、
本
区
の
高
齢
者
施
策

に
多
大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
に
伴
い
、
外
出
の
自

粛
や
人
と
の
交
流
の
機
会
が
減
少
し

た
こ
と
に
よ
り
、
運
動
機
能
の
衰
え

や
認
知
機
能
の
低
下
な
ど
、
高
齢
者

の
方
々
の
健
康
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
高
齢
者
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
も
順
調
に
進
ん
で
い
る
た
め
、
感

染
防
止
に
十
分
留
意
の
上
、
趣
味
の

活
動
や
健
康
志
向
の
取
り
組
み
を
行

い
、
心
身
の
活
力
の
維
持
や
体
力
低

下
の
防
止
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
こ
そ
、「
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
！

フ
レ
イ
ル
対
策
！
」
を
、
高
齢
者
ク

ラ
ブ
の
活
動
で
実
践
し
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。
な

お
、
今
夏
の
活
動
に
あ
た
っ
て
は
、

マ
ス
ク
着
用
に
よ
る
熱
中
症
リ
ス
ク

の
高
ま
り
に
も
十
分
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

さ
て
、
区
で
は
、
本
年
４
月
に
、

こ
れ
ま
で
毎
年
発
行
し
て
い
た
「
高

齢
者
の
て
び
き
」
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、「
シ
ニ
ア
×
と
し
ま
ぐ
ら
し
」

を
発
行
し
ま
し
た
。
従
来
の
サ
ー
ビ

ス
の
紹
介
に
加
え
、
フ
レ
イ
ル
予
防
、

認
知
症
、
医
療
サ
ポ
ー
ト
か
ら
社
会

参
加
、
防
犯
・
防
災
ま
で
幅
広
い
情

報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
と
て
も
読

み
や
す
く
、
辞
書
の
よ
う
に
使
っ
た

り
、
読
み
物
と
し
て
楽
し
ん
だ
り
で

き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

結
び
に
、
高
齢
者
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
会
員
の
皆

様
の
ご
健
康
、
ご
活
躍
を
心
か
ら
祈

念
申
し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

リニューアル新発行のシニア×としまぐらし

　

令
和
３
年
度
、
豊
島
区
高
連
「
定

時
総
会
」
は
５
月
14
日
（
金
）
イ
ケ

ビ
ズ
で
開
催
の
予
定
で
し
た
が
、
昨

年
度
に
引
き
続
き
コ
ロ
ナ
感
染
予
防

の
た
め
、書
面
に
よ
る
表
決
に
急
き
ょ

変
更
し
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

連
合
会
で
は
今
年
こ
そ
は
と
、
正

常
な
総
会
の
開
催
を
め
ざ
し
て
準
備

を
進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、「
非
常
事

態
宣
言
」
の
再
延
長
の
た
め
、
５
月

６
日
の
幹
部
会
で
や
む
な
く
変
更
を

決
定
、
直
ち
に
そ
の
旨
を
ブ
ロ
ッ
ク

会
経
由
で
各
ク
ラ
ブ
に
通
知
す
る
と

と
も
に
、「
総
会
議
案
書
」
と
「
書
面

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

（3）令和３年８月15日 いきいき豊島 第101号

私たちは豊島区高齢者クラブの活動を応援しています。
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（
＊
は
常
任
理
事
兼
務
）

区
高
連
会
長�

　

外
山　

克
己

　
　

副
会
長�

竹
野　

康
二

　
　

副
会
長�

別
所　

弘
一

　
　

副
会
長�

西
村　

敏
男

◎
企
画
総
務

　

総
務
部
長　

�(

兼)

竹
野　

康
二

　

広
報
部
長　

�

＊
杉
山　

鈴
谷

　

会　
　

計　

�

＊
石
川　

和
代

　

会　
　

計�

＊
小
松　

傳
一

◎
福
利
厚
生

文
化
保
健
部
長　(

兼)
竹
野　

康
二

体
育
部
長�

＊
井
田　

謙
三

◎
友
愛
奉
仕

友
愛
奉
仕
部
長　(

兼)

別
所　

弘
一

◎
会
計
監
事�

＊
渡
邊　
　

要

�

　

堀
内　

鋒
行

◎
常
任
理
事

　

吉
田　

英
昭　
　
　

佐
々
木
敬
彦

　

原　
　

清
美　
　
　

髙
橋　

朝
世

　

小
泉　

良
介　
　
　

杉
田　

博
幸

　

飛
田　

和
江　
　
　

三
富　

一
雄

　

山
田　

忠
義　
　
　

保
刈　

孝
彦

　

沖
浦
千
恵
子　
　
　

橋
本　

輝
男

◎
女
性
委
員
会

委
員
長�

大
門　

幸
代

副
委
員
長�

原　

ハ
ツ
エ

《
ブ
ロ
ッ
ク
連
絡
員
》

第
一　

池
上　

貞
子　

原　

ハ
ツ
エ

第
二　

大
門　

幸
代　

佐
々
木
信
子

第
三　

徳
永　

茂
代　

沼
尾　

尚
子

第
四　

藪
田
六
ツ
江　

新
井
志
保
子

第
五　

中
島
し
づ
ゑ　

仁
平　

隆
子

第
六　

石
川　

和
代　

小
野
寺
喜
美
子

第
七　

沖
松　

良
子　

広
瀬　
　

節

第
八　

阿
部　

文
代　

畠
山　

広
子

○
事
務
局
員　

�

鈴
木　

敏
夫

区
高
連
新
役
員
と

区
高
連
新
役
員
と

��

女
性
委
員
会
名
簿

女
性
委
員
会
名
簿

表
決
書
類
」
を
送
り
、
返
送
を
依
頼

い
た
し
ま
し
た
。

　

５
月
15
日
以
降
、全
ク
ラ
ブ
の
「
議

決
書
」
の
返
送
到
着
を
待
っ
て
今
期

総
会
は
全
議
案
の
承
認
を
得
ま
し
た

の
で
、
こ
こ
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

�

（
72
ク
ラ
ブ
・
会
員
数
４
４
３
１
名
）

【
議
案
】

１
，�

令
和
２
年
度
・
事
業
経
過
報
告

２
，�　
　

〃　
　

・
収
支
決
算
報
告

３
，　

役
員
改
選�

（
後
述
）

４
，�

令
和
３
年
度
・
事
業
計
画
（
案
）

５
，�　
　

〃　
　

・
収
支
予
算
（
案
）

　

な
お
、「
寿
高
齢
者
表
彰
」
と
「
役

員
表
彰
」
も
、
ク
ラ
ブ
経
由
の
略
式

表
彰
と
記
念
品
贈
呈
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
「
１
０
０
歳
以
上
会
員
」

と
「
役
員
功
労
者
」
の
受
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

◆
寿
高
齢
者　

１
０
０
歳
以
上

　

野
々
垣
亀
子　
（
折
戸
千
歳
会
）

　

矢
島　

裕
三　
（
禄

寿

会
）

　

佐
藤　

恒
子　
（
親
和
豊
寿
会
）

　

岸
野　

文
子　
（
池
袋
仲
む
つ
み
会
）

　

梶
川
ツ
ネ
子

�

（
南
長
崎
三
丁
目
北
部
福
寿
会
）

◆
区
高
連
役
員
６
年
以
上

理
事　

渥
美　

享
士
（
南
大
塚
白
寿
会
）

理
事　

高
木　

治
男
（
南
六
さ
く
ら
ク
ラ
ブ
）

◆
区
高
連
役
員
12
年
以
上

理
事　

堀
内　

鋒
行
（
高
砂
長
寿
会
）

理
事　

副
島　
　

健
（
雑
一
お
も
と
会
）

理
事　

加
藤
喜
太
郞
（
親
和
豊
寿
会
）

理
事　

八
木　

福
雄
（
長

生

会
）

令和３年８月15日（4）いきいき豊島第101号
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当
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
全
事
業
が
大

き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
区
高
連
の
年
間

事
業
は
28
行
事
ほ
ど
あ
り
ま
す
が
、
予
定
ど

お
り
実
施
で
き
た
も
の
は
次
の
８
行
事
に
終

わ
り
、
４
分
の
３
余
り
の
行
事
が
中
止
さ
れ

ま
し
た
。

９
月

・�

老
人
週
間
「
社
会
奉
仕
活
動
の
日
」

�

（
合
計
２
３
３
８
名
参
加
）

・「
指
導
者
研
修
会
」（
85
名
）

・「
健
康
教
室
」（
58
名
）

10
月

・�

第
34
回
「
ペ
タ
ン
ク
大
会
」

�

（
８
チ
ー
ム
42
名
）

・「
介
護
予
防
大
作
戦
」
参
加

11
月

・
第
32
回
「
輪
投
げ
大
会
」
人
数
制
限

�

（
15
チ
ー
ム
97
名
）

・「
体
力
測
定
」（
40
名
）

12
月

・�

第
38
回
「
作
品
展
」

�

（
29
ク
ラ
ブ
２
２
９
名
参
加
）

　

そ
こ
で
対
応
策
と
し
て
企
画
し
た
の
が
集

会
に
よ
ら
ぬ
活
動
で
、
昨
年
６
月
の
コ
ロ
ナ

対
策
特
別
号
『
お
う
ち
え
』
の
発
行
と
、
昨

秋
か
ら
実
施
し
た
「
会
員
の
実
態
調
査
ア
ン

ケ
ー
ト
」
で
、
そ
の
報
告
書
も
年
度
末
ま
で

に
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

豊
島
区
の
総
人
口
が
２
８
７
，
３
０
０
名

（
本
年
１
月
１
日
現
在
）
そ
の
内
、
65
歳
以

上
の
人
口
は
５
７
，
２
９
３
名
と
、
総
人
口

に
対
す
る
比
率
が
19
・
９
%
に
お
よ
び
さ
ら

に
上
昇
し
つ
つ
あ
る
折
、
区
高
連
は
つ
ね
に

健
康
、
友
愛
、
奉
仕
の
活
動
を
中
心
に
、
老

後
を
健
康
で
楽
し
く
明
る
い
も
の
に
す
る
た

め
に
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

一
、
社
会
奉
仕
活
動

　

各
種
の
社
会
奉
仕
活
動
を
積
極
的
に
行

う
。
ま
た
募
金
・
寄
贈
活
動
、
交
通
安
全
・

防
災
防
犯
運
動
に
協
力
。

二
、
友
愛
活
動

　

友
愛
･
見
守
り
･
支
え
合
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
活
動
を
行
う
。
長
寿
者
表
敬
。
寝
た
き
り

ゼ
ロ
運
動
の
推
進
。

三
、
生
き
が
い
を
高
め
る
た
め
の
活
動

　

広
報
誌
の
発
行
（
８
・
２
月
）
囲
碁
・
将

棋
麻
雀
大
会
開
催
。
芸
能
ま
つ
り
（
３
月
）

研
修
旅
行
（
年
３
回
）
映
画
会
（
７
月
）
指

導
者
研
修
会
（
年
２
回
）
作
品
展
（
11
月
）

を
開
催
。

四
、
健
康
増
進
事
業

　

輪
投
げ
（
４
・
11
月
）
ペ
タ
ン
ク
（
10
月
）

ボ
ッ
チ
ャ（
８
・
12
月
）開
催
。健
康
教
室（
６
・

９
・
２
月
）
体
力
測
定
（
５
・
11
月
）
歩
こ

う
会
な
ど
の
実
施
と
講
習
。

五
、
女
性
委
員
会
の
活
動

　

各
種
レ
ク
行
事
や
手
芸
教
室
な
ど
の
開

催
。
老
人
週
間
行
事
の
実
施
。

六
、
他
団
体
と
の
交
流

　

区
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
協
力
。
東

老
連
事
業
に
積
極
的
に
協
力
。

七
、
そ
の
他
の
運
営
活
動

　

総
会
（
５
月
）（
百
寿
・
役
員
表
彰
）

　

常
任
理
事
会
･
幹
部
会
･
ブ
ロ
ッ
ク
長

会
・
女
性
委
員
会
（
毎
月
）
の
開
催
。
定
例

理
事
会
（
４
・
２
月
）
の
開
催
。
新
任
会
長

の
研
修
会
開
催
な
ど
。

　

新
年
度
も
例
年
ど
お
り
事
業
計
画
は
立
て

ま
し
た
が
、相
変
わ
ら
ず
繰
り
返
さ
れ
る「
緊

急
事
態
宣
言
」
の
た
め
事
業
の
中
止
が
多

発
し
て
お
り
ま
す
。
高
齢
者
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
済
み
ま
し
た
が
、
全
年
齢
で
の
免
疫
獲

得
ま
で
こ
の
集
会
制
限
は
続
く
の
で
し
ょ
う

か
。
区
高
連
は
新
年
度
も
集
会
規
模
を
分
割

す
る
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら
し
て
事
業
を
す
す

め
て
ま
い
り
ま
す
。

「
ボ
ッ
チ
ャ
講
習
会
」　

イ
ケ
ビ
ズ
地
下
室

　

第
一
～
四
ブ
ロ
ッ
ク
・
８
月
23
日
（
月
）

　

第
五
～
八　
　

〃　

・
９
月
21
日
（
火
）

「
指
導
者
研
修
会
」
イ
ケ
ビ
ズ
６
階
ホ
ー
ル

　

９
月
８
日
（
水
）
午
後
２
時

「
健
康
教
室
」　

イ
ケ
ビ
ズ
地
下
室

　

９
月
24
日
（
金
）
午
後
２
時

「
ペ
タ
ン
ク
大
会
」　

西
池
袋
公
園

　

10
月
14
日
（
木
）

「
介
護
予
防
大
作
戦
」　

区
民
セ
ン
タ
ー

　

10
月
29
日
（
金
）

「
輪
投
げ
大
会
・
３
ｍ
式
」
豊
島
体
育
館

　

11
月
15
日
（
月
）

「
体
力
測
定
会
」　

雑
司
ヶ
谷
体
育
館

　

11
月
25
日
（
木
）

「
作
品
展
」
区
庁
舎
８
階
廊
下
に
展
示

　

11
月　

日
程
未
定

令
和
２
年
度��

事
業
報
告

令
和
３
年
度��

事
業
計
画

今
後
の
行
事
予
定
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６
月
15
日

（
火
）
雑
司

ヶ
谷
体
育
館

に
お
い
て
今

年
度
第
１
回

目
の
健
康
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

入
梅
の
初
日
、
蒸
し
暑
い
午
後
、

会
員
13
名
、
役
員
14
名
、
小
嶋
係
長

ほ
か
区
か
ら
の
応
援
を
合
わ
せ
て
計

32
名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

外
山
会
長
、
小
嶋
係
長
の
あ
い
さ

つ
の
後
、
木
津
先
生
の
指
導
で
始
ま

り
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
体
操
の
み
ん
な

の
体
操
で
準
備
運
動
で
身
体
を
リ
ラ

ッ
ク
ス
さ
せ
て
、
水
泳
の
泳
法
を
取

り
入
れ
た
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
（
ク
ロ

ー
ル
・
バ
タ
フ
ラ
イ
・
平
泳
ぎ
・
背

泳
ぎ
等
）
15

分
間
。
こ
こ

で
小
休
止
、

床
に
足
を
伸

ば
し
た
姿
勢

を
取
り
、
開

脚
運
動
、
全

身
の
脱
力
運
動
、
両
足
を
そ
ろ
え
て

の
上
下
運
動
、
少
々
き
つ
め
の
筋
肉

伸
ば
し
の
運
動
。
聞
き
覚
え
の
あ
る

メ
ロ
デ
ィ
ー
「
紙
ひ
こ
う
き
」
の
曲

に
乗
せ
て
全
身
を
伸
び
や
か
に
動
か

す
体
操
。参
加
者
の
方
々
は
軽
や
か
、

楽
し
げ
に
行
っ
て
い
た
の
が
印
象
的

で
し
た
。
こ
こ
で
小
休
止
、
フ
ェ
イ

ス
タ
オ
ル
を
使
う
体
操
。
頭
を
使
う

体
操
。
最
後
に
２
人
１
組
で
「
も
し

も
し
カ
メ
よ
」
の
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

て
の
体
操
。
整
理
体
操
で
終
了
、
盛

り
だ
く
さ
ん
で
疲
れ
が
出
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

（
文
化
保
健
部　

部
長　

竹
野　

康
二
）

コ
ロ
ナ
禍
　
約
９
カ
月
ぶ
り
の

ス
ト
レ
ッ
チ
少
々
疲
れ
ま
し
た
!!

区
高
連　

健
康
教
室

木津美佳先生

リズムに合わせた心地良い体操

区高連令和２年度決算額と
令和３年度予算額

収入の部 単位：円
科 　 　 目 令和２年度決算額 令和３年度予算額

前 年 度 繰 越 金 1,789,099 1,509,990

会 　 　 費 666,000 648,000

助 成 金 3,541,000 3,513,000

事 業 収 入 81,500 2,523,000

分 担 金 666,000 648,000

寄 付 金 — —

雑 収 入 16 30

預 り 金 242,920 266,000

— — —

— — —

— — —

合 　 　 計 6,986,535 9,108,020

支出の部 単位：円
科 目 令和２年度決算額 令和３年度予算額

老人クラブの育成指導 52,604 940,600

仲間作り促進
485,873 1,278,640

他の世代との交流促進

調査・研究・広報活動 948,262 78,800

活動推進費等
19,812 503,400

他の指導者との交流

その他社会活動費 2,734,218 2,506,400

分 担 金 666,000 648,000

寄 付 金 30,000 30,000

その他活動費 539,776 2,605,000

予備費（次期繰越） 1,509,990 517,180

合 計 6,986,535 9,108,020

令和３年８月15日（6）いきいき豊島第101号

私たちは豊島区高齢者クラブの活動を応援しています。



　

３
月
28
日
の
日
曜
日
、
赤
バ
ス
に
一

度
は
乗
っ
て
み
た
い
と
い
う
声
に
、
永

寿
会
で
申
込
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

先
日
、
葛
飾
の
水
元
公
園
ま
で
、
全

行
程
シ
ル
バ
ー
パ
ス
利
用
で
、
花
菖
蒲

園（
無
料
）を
見
学
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

大
塚
駅
ま
で
は
都
電
で
集
合
、
都
バ

Ｉ
Ｋ
Ｅ
Ｂ
U
Ｓ
の

�

ア
ト
カ
ル
・
ツ
ア
ー

❖
と
し
ま
の
魅
力
再
発
見
に

�

参
加
し
て

　
　
　
第
五
ブ
ロ
ッ
ク
　
永
寿
会

�

会
長
　
中
島
　
育
子

　

出
発
は
区
役
所
本
庁
舎
か
ら
で
す

が
、
私
ど
も
の
場
所
は
山
手
通
り
と
西

池
通
り
の
角
で
す
。
ご
無
理
を
申
し
上

げ
立
教
通
り
で
乗
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

当
日
天
気
予
報
は
雨
で
し
た
が
、
普

段
の
行
い
が
良
く
一
度
も
傘
を
開
く
こ

と
な
く
、
熊
谷
美
術
館
、
ト
キ
ワ
荘

マ
ン
ガ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
自
由
学
園
と
、

ど
こ
も
桜
の
花
、
山
吹
、
ク
リ
ス
マ
ス

ロ
ー
ズ
が
咲
き
誇
り
、
本
当
に
よ
い
半

日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ガ

イ
ド
の
城
所
さ
ん
の
ご
説
明
で
、
知
ら

な
か
っ
た
こ
と
を
た
く
さ
ん
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
細
い
路
地
を
上
手
に

運
転
し
て
く
れ
た
運
転
手
さ
ん
に
も
拍

手
が
飛
ん
で
、
楽
し
く
有
意
義
な
半
日

を
過
ご
せ
ま
し
た
。

　

イ
ケ
バ
ス
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
前
号
掲
載
の
お
す
す
め
コ
ー
ス
を
早
速

お
試
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

広
報
部
）

素敵なツアーになりました

❖
水
元
公
園
へ

�

シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
旅

�

匿
名
希
望

ス
（
都
02
）
で
錦
糸
町
行
き
で
上
野
広

小
路
下
車
、
上
野
松
坂
屋
前
か
ら
（
草

39
）
金
町
駅
前
行
き
に
乗
換
え
、
金
町

駅
前
か
ら
京
成
バ
ス
（
戸
ヶ
崎
操
車
場
）

行
き
で
『
水
元
公
園
』
下
車
。
片
道
約

２
時
間
の
バ
ス
旅
行
で
す
！

　

広
い
公
園
内
や
花
菖
蒲
園
を
ゆ
っ
く

り
ピ
ク
ニ
ッ
ク
し
た
り
昼
食
休
憩
、
梅

雨
前
の
ひ
と
と
き
コ
ロ
ナ
の
閉
鎖
空
間

か
ら
開
放
さ
れ
て
、
美
味
し
い
空
気
胸

い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
溢
れ
る
一
日
で
し
た
。

　

乗
換
え
が
多
い
の
で
疲
れ
ま
し
た
が
、

そ
れ
を
ト
イ
レ
休
憩
に
利
用
（
松
坂
屋

と
金
町
駅
前
）
し
た
り
、
と
に
か
く
リ

ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
の
が
い
い
で
す
ね
！

　

あ
ま
り
疲
れ
た
ら
、
Ｊ
Ｒ
で
さ
っ
と

帰
る
こ
と
も
で
き
ま
す
よ
（
笑
）
！

（
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
報
告
の
ご
寄
稿
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！�

　

広
報
部
）

自然を満喫できる癒しの空間　水元公園

今
回
の
紹
介
ク
ラ
ブ

◆
第
五
ブ
ロ
ッ
ク

ク
ラ
ブ
だ
よ
り

ク
ラ
ブ
だ
よ
り

永
寿
会
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２
０
１
５
年
９
月
に
、
国
連
サ

２
０
１
５
年
９
月
に
、
国
連
サ

ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
「
持
続
可

ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
「
持
続
可

能
な
開
発
目
標
＝

能
な
開
発
目
標
＝Sustainable�

Sustainable�
D
evelopm

ent�Goals
D
evelopm

ent�Goals
（（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）」）」

は
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
地
球
規
模

は
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
地
球
規
模

の
あ
ら
ゆ
る
課
題
を
克
服
し
、
よ
り

の
あ
ら
ゆ
る
課
題
を
克
服
し
、
よ
り

良
い
世
界
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
標

良
い
世
界
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。

と
し
て
い
ま
す
。

経
済
・
社
会
・
環
境
に
お
け
る
さ

経
済
・
社
会
・
環
境
に
お
け
る
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

1717
の
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

の
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
理
念
と
し
て
、「
誰

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
理
念
と
し
て
、「
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
」
社
会
の
実
現

一
人
取
り
残
さ
な
い
」
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
未
来
を

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
未
来
を

叶
え
る
た
め
に
は
、
国
際
社
会
だ
け

叶
え
る
た
め
に
は
、
国
際
社
会
だ
け

で
な
く
、
国
や
豊
島
区
を
は
じ
め
と

で
な
く
、
国
や
豊
島
区
を
は
じ
め
と

す
る
地
方
自
治
体
、
企
業
、
さ
ら
に
、

す
る
地
方
自
治
体
、
企
業
、
さ
ら
に
、

一
人
ひ
と
り
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ

一
人
ひ
と
り
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
持
続
可
能
な
世
界
を
守
っ
て
い

ん
。
持
続
可
能
な
世
界
を
守
っ
て
い

く
た
め
に
、
今
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
な
が

く
た
め
に
、
今
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
な
が

る
「
行
動
」
が
求
め
ら
れ
、
さ
ま
ざ

る
「
行
動
」
が
求
め
ら
れ
、
さ
ま
ざ

ま
な
方
々
が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ま
な
方
々
が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

豊
島
区
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組

豊
島
区
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組

む
先
進
的
な
自
治
体
と
し
て
、
令
和

む
先
進
的
な
自
治
体
と
し
て
、
令
和

２
年
に
東
京
の
自
治
体
で
初
め
て
、

２
年
に
東
京
の
自
治
体
で
初
め
て
、

国
か
ら
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
及
び

国
か
ら
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
及
び

自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
」
に

自
治
体
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
モ
デ
ル
事
業
」
に

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

選
定
さ
れ
ま
し
た
。

豊
島
区
が
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

豊
島
区
が
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
に
挑
戦
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

り
に
挑
戦
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た

の
は
、
２
０
１
４
年
、
東
京

の
は
、
２
０
１
４
年
、
東
京
2323
区
で
区
で

唯
一
の
「
消
滅
可
能
性
都
市
」
と
の

唯
一
の
「
消
滅
可
能
性
都
市
」
と
の

指
摘
を
受
け
た
こ
と
で
す
。
当
時
、

指
摘
を
受
け
た
こ
と
で
す
。
当
時
、

2020
歳
か
ら

歳
か
ら
3939
歳
ま
で
の
若
年
女
性
人

歳
ま
で
の
若
年
女
性
人

口
が
、
今
後

口
が
、
今
後
3030
年
で
半
減
す
る
と
い

年
で
半
減
す
る
と
い

う
推
計
が
出
さ
れ
た
の
で
す
が
、
こ

う
推
計
が
出
さ
れ
た
の
で
す
が
、
こ

れ
を
受
け
、
豊
島
区
は
２
０
１
５
年

れ
を
受
け
、
豊
島
区
は
２
０
１
５
年

に
「
子
ど
も
と
女
性
に
優
し
い
ま
ち

に
「
子
ど
も
と
女
性
に
優
し
い
ま
ち

づ
く
り
」「
高
齢
化
へ
の
対
応
」「
地

づ
く
り
」「
高
齢
化
へ
の
対
応
」「
地

方
と
の
共
生
」「
日
本
の
推
進
力
」

方
と
の
共
生
」「
日
本
の
推
進
力
」

と
い
う

と
い
う
44
つ
の
柱
を
据
え
、
文
化
を

つ
の
柱
を
据
え
、
文
化
を

基
軸
に
持
続
発
展
す
る
「
国
際
ア
ー

基
軸
に
持
続
発
展
す
る
「
国
際
ア
ー

ト
・
カ
ル
チ
ャ
ー
都
市
」
を
目
指
す

ト
・
カ
ル
チ
ャ
ー
都
市
」
を
目
指
す

構
想
を
策
定
し
ま
し
た
。
公
園
な
ど

構
想
を
策
定
し
ま
し
た
。
公
園
な
ど

の
ハ
ー
ド
面
の
整
備
、
ま
た
、「
東

の
ハ
ー
ド
面
の
整
備
、
ま
た
、「
東

ア
ジ
ア
文
化
都
市
２
０
１
９
豊
島
」

ア
ジ
ア
文
化
都
市
２
０
１
９
豊
島
」

な
ど
文
化
を
は
じ
め
と
す
る
ソ
フ
ト

な
ど
文
化
を
は
じ
め
と
す
る
ソ
フ
ト

面
の
事
業
展
開
を
組
み
合
わ
せ
、
区

面
の
事
業
展
開
を
組
み
合
わ
せ
、
区

と
し
て
総
合
的
に
施
策
を
推
進
し
て

と
し
て
総
合
的
に
施
策
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。

き
ま
し
た
。

「
国
際
ア
ー
ト
・
カ
ル
チ
ャ
ー
都

「
国
際
ア
ー
ト
・
カ
ル
チ
ャ
ー
都

市
構
想
」
と
は
、
単
に
文
化
を
振
興

市
構
想
」
と
は
、
単
に
文
化
を
振
興

す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
資
源
や
特

す
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
資
源
や
特

性
を
活
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
々
と

性
を
活
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
々
と

一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
街

一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
街

の
魅
力
を
高
め
、
こ
れ
に
よ
り
、
住

の
魅
力
を
高
め
、
こ
れ
に
よ
り
、
住

み
た
い
人
・
訪
れ
た
い
人
・
住
み
続

み
た
い
人
・
訪
れ
た
い
人
・
住
み
続

け
た
い
人
を
増
や
し
て
地
域
経
済
を

け
た
い
人
を
増
や
し
て
地
域
経
済
を

活
性
化
し
、
そ
の
税
収
増
を
教
育
・

活
性
化
し
、
そ
の
税
収
増
を
教
育
・

福
祉
な
ど
区
民
サ
ー
ビ
ス
に
還
元
し

福
祉
な
ど
区
民
サ
ー
ビ
ス
に
還
元
し

て
好
循
環
を
生
み
出
す
と
い
う
考
え

て
好
循
環
を
生
み
出
す
と
い
う
考
え

方
で
す
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ

方
で
す
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
と
同
じ
方
向
性
の
考
え
方
で
あ

ｓ
と
同
じ
方
向
性
の
考
え
方
で
あ

り
、
そ
れ
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
先
進
自
治

り
、
そ
れ
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
先
進
自
治

体
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

体
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
と
し
て
選
定

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
と
し
て
選
定

身
近
な
こ
と
か
ら
、
一
緒
に

身
近
な
こ
と
か
ら
、
一
緒
に

��
Ｓ
Ｄ
Ｇ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ss
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う

17項目の持続可能な開発目標

�

豊
島
区
政
策
経
営
部　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
推
進
担
当
課
よ
り
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私たちは豊島区高齢者クラブの活動を応援しています。



と
福
祉
を
」
で
は
、「
感
染
防
止
の

と
福
祉
を
」
で
は
、「
感
染
防
止
の

マ
ス
ク
着
用
や
、外
出
後
の
手
洗
い
・

マ
ス
ク
着
用
や
、外
出
後
の
手
洗
い
・

う
が
い
を
徹
底
し
よ
う
」

う
が
い
を
徹
底
し
よ
う
」

・
ゴ
ー
ル

・
ゴ
ー
ル
77
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
み
ん

な
に
そ
し
て
ク
リ
ー
ン
に
」
で
は
、

な
に
そ
し
て
ク
リ
ー
ン
に
」
で
は
、

「
自
動
車
で
の
移
動
を
減
ら
し
、
Ｉ

「
自
動
車
で
の
移
動
を
減
ら
し
、
Ｉ

Ｋ
Ｅ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
な
ど
の
公
共
交
通
機
関

Ｋ
Ｅ
Ｂ
Ｕ
Ｓ
な
ど
の
公
共
交
通
機
関

を
使
っ
て
移
動
し
よ
う
」

を
使
っ
て
移
動
し
よ
う
」

・
ゴ
ー
ル

・
ゴ
ー
ル
1111
「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま

「
住
み
続
け
ら
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
」
で
は
、「
区
民
ひ
ろ

ち
づ
く
り
を
」
で
は
、「
区
民
ひ
ろ

ば
で
世
代
を
超
え
た
交
流
を
し
よ

ば
で
世
代
を
超
え
た
交
流
を
し
よ

う
」
う
」

・
ゴ
ー
ル

・
ゴ
ー
ル
1212
「
つ
く
る
責
任
つ
か
う

「
つ
く
る
責
任
つ
か
う

責
任
」
で
は
、「
食
材
は
適
量
を
購

責
任
」
で
は
、「
食
材
は
適
量
を
購

入
し
て
食
べ
残
し
を
や
め
、
ご
み
の

入
し
て
食
べ
残
し
を
や
め
、
ご
み
の

削
減
に
貢
献
し
よ
う
」

削
減
に
貢
献
し
よ
う
」

　

こ
の
よ
う
に
、
皆
さ
ん
が
日
頃
か

　

こ
の
よ
う
に
、
皆
さ
ん
が
日
頃
か

ら
行
っ
て
い
る
こ
と
や
、
普
段
の
生

ら
行
っ
て
い
る
こ
と
や
、
普
段
の
生

活
に
少
し
工
夫
を
加
え
て
で
き
る
こ

活
に
少
し
工
夫
を
加
え
て
で
き
る
こ

と
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
に
貢
献
し

と
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
と
し
ま
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
チ
ャ
レ

　

こ
の
「
と
し
ま
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
チ
ャ
レ

ン
ジ
ブ
ッ
ク
」
は
、
区
役
所
本
庁
舎

ン
ジ
ブ
ッ
ク
」
は
、
区
役
所
本
庁
舎

と
東
西
区
民
事
務
所
で
配
布
し
て
お

と
東
西
区
民
事
務
所
で
配
布
し
て
お

り
ま
す
が
、
必
要
最
小
限
の
部
数
し

り
ま
す
が
、
必
要
最
小
限
の
部
数
し

か
印
刷
し
て
お
り
ま
せ
ん
。そ
れ
は
、

か
印
刷
し
て
お
り
ま
せ
ん
。そ
れ
は
、

印
刷
紙
の
量
を
減
ら
す
こ
と
も
、
Ｓ

印
刷
紙
の
量
を
減
ら
す
こ
と
も
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
な
が
る
た
め
で
す
。
以

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
な
が
る
た
め
で
す
。
以

下
に
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ブ
ッ
ク
の
デ
ー

下
に
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ブ
ッ
ク
の
デ
ー

タ
を
見
る
た
め
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲

タ
を
見
る
た
め
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲

さ
れ
て
以
降
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り

さ
れ
て
以
降
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り

組
む
に
は
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
」

組
む
に
は
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
」

と
い
う
お
声
を
た
く
さ
ん
頂
戴
す
る

と
い
う
お
声
を
た
く
さ
ん
頂
戴
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
区

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
区

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

取
り
組
む
た
め
に
、『
と
し
ま
Ｓ
Ｄ

取
り
組
む
た
め
に
、『
と
し
ま
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ブ
ッ
ク
』
を
制
作

Ｇ
ｓ
チ
ャ
レ
ン
ジ
ブ
ッ
ク
』
を
制
作

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　

企
業
や
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
Ｓ

　

企
業
や
団
体
な
ど
と
連
携
し
て
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
こ
と
も
重
要
で

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
む
こ
と
も
重
要
で

す
が
、何
よ
り
、一
人
ひ
と
り
の
「
行

す
が
、何
よ
り
、一
人
ひ
と
り
の
「
行

動
」
が
非
常
に
重
要
で
す
。
こ
の
チ

動
」
が
非
常
に
重
要
で
す
。
こ
の
チ

ャ
レ
ン
ジ
ブ
ッ
ク
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

ャ
レ
ン
ジ
ブ
ッ
ク
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

のの
1717
目
標
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く

目
標
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く

解
説
す
る
だ
け
で
な
く
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

解
説
す
る
だ
け
で
な
く
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
「
自
分
事
」
と
し
て
認
識
し
行
動

を
「
自
分
事
」
と
し
て
認
識
し
行
動

す
る
た
め
に
、「
と
し
ま
で
で
き
る

す
る
た
め
に
、「
と
し
ま
で
で
き
る

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
し
て
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
と
し
て
、

目
標
ご
と
に
行
動
例
を
紹
介
し
て
い

目
標
ご
と
に
行
動
例
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。

ま
す
。

　

実
際
の
行
動
例
を
、
一
部
紹
介
い

　

実
際
の
行
動
例
を
、
一
部
紹
介
い

た
し
ま
す
。

た
し
ま
す
。

・
ゴ
ー
ル
３
「
す
べ
て
の
人
に
健
康

・
ゴ
ー
ル
３
「
す
べ
て
の
人
に
健
康

載
い
た
し
ま
す
。
ご
自
身
の
携
帯
電

載
い
た
し
ま
す
。
ご
自
身
の
携
帯
電

話
な
ど
で
読
み
込
み
、
ぜ
ひ
ご
覧
い

話
な
ど
で
読
み
込
み
、
ぜ
ひ
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
と
幸

た
だ
け
ま
す
と
幸

い
で
す
。

い
で
す
。

豊
島
区
は
、
Ｓ

豊
島
区
は
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り

Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
取
り

組
み
を
と
お
し
て
、「
国
際
ア
ー
ト
・

組
み
を
と
お
し
て
、「
国
際
ア
ー
ト
・

カ
ル
チ
ャ
ー
都
市
」
の
実
現
を
目
指

カ
ル
チ
ャ
ー
都
市
」
の
実
現
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
区
民
の
皆
さ
ん
と
一

し
て
い
ま
す
。
区
民
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
緒
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
み
、「
誰

に
取
り
組
み
、「
誰

一
人
取
り
残
さ
な
い
」
豊
島
区
を
と

一
人
取
り
残
さ
な
い
」
豊
島
区
を
と

も
に
つ
く
り
あ
げ
て
い
き
ま
す
の

も
に
つ
く
り
あ
げ
て
い
き
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
区
政
へ
の
ご
理
解
と

で
、
引
き
続
き
区
政
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

チャレンジブック
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会
員
の
現
状
と
要
望
と
対
策

会
員
の
現
状
と
要
望
と
対
策

「
ア
ン
ケ
ー
ト
」
か
ら
見
え
た
も
の

「
ア
ン
ケ
ー
ト
」
か
ら
見
え
た
も
の

あ
り
、
そ
の
内
息
子
・
娘
か
ら
の
介
護

は
50
・
８
％
、
配
偶
者
か
ら
の
介
護
が

21
・
６
％
で
す
。

・
介
護
認
定
は
受
け
て
い
な
い
人
が
74
・

８
％
（
介
護
認
定
を
受
け
た
人
は
15
・

５
％
で
、
そ
の
う
ち
要
支
援
１
と
要
支

援
２
が
半
分
を
占
め
て
い
ま
す
）。

　

今
春
、
区
高
連
が
発
行
い
た
し
ま
し

た「
会
員
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告
書
」は
、

各
ク
ラ
ブ
に
一
部
ず
つ
配
布
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
ま
だ
ご
覧
に
な
ら
れ
て
い

な
い
皆
さ
ん
の
た
め
に
、
そ
の
概
略
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

昨
秋
、
コ
ロ
ナ
禍
で
集
会
も
ま
ま
な

ら
ぬ
中
、
全
ク
ラ
ブ
一
斉
の
「
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
」
と
、
そ
の
回
収
作
業
に
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
全

74
ク
ラ
ブ
４
７
７
７
人
を
対
象
に
調
査

し
ま
し
た
が
、
回
収
率
は
３
３
９
６
人

で
71
・
１
％
で
し
た
。

◆
会
員
の
現
状
は
…

・
会
員
の
性
別
は
７
割
が
女
性
で
、
平

均
年
齢
は
82
・
５
歳
で
す
。

・
住
居
の
９
割
近
く
は
持
ち
家
で
あ
り
、

借
家
は
１
割
に
も
な
り
ま
せ
ん
（
た
だ

し
そ
の
持
ち
家
の
築
年
数
や
防
災
上
の

構
造
は
不
明
で
す
。
老
朽
家
屋
が
多
い

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
）。

・
一
人
暮
ら
し
は
４
人
に
１
人
、
24
・
６

％
。
ま
た
、配
偶
者
と
の
同
居
44
・４
％
、

息
子
・
娘
と
の
同
居
は
36
・
１
％
で
す
。

・
介
護
を
受
け
て
い
る
人
は
９・
４
％
で

・
日
常
生
活
に
つ
い
て
は
、
自
分
で
食

事
の
準
備
し
て
い
る
人
が
68
・
４
％
、

自
分
で
買
い
物
を
し
て
い
る
人
は
72
・

７
％
で
し
た
。

・
会
員
の
フ
レ
イ
ル
度
は
、
自
己
チ
ェ
ッ

ク
の
結
果
29
・
５
％
で
あ
り
、
そ
の
内

85
歳
以
上
が
４
割
、
90
歳
以
上
が
５
割

と
年
齢
が
上
が
る
に
つ
れ
フ
レ
イ
ル
に

な
っ
て
い
ま
す
（
平
均
年
齢
を
越
え
る

と
フ
レ
イ
ル
度
が
急
に
増
す
の
が
高
齢

者
の
通
例
で
す
が
、
健
康
に
留
意
し
て

フ
レ
イ
ル
に
な
ら
な
い
90
歳
台�

の
方
も

お
ら
れ
ま
す
）。

・
外
出
の
頻
度
は
、
毎
日
が
56
・
４
％

で
少
な
い
の
が
気
に
な
り
ま
す
（
こ
れ

は
コ
ロ
ナ
の
外
出
制
限
の
せ
い
だ
っ
た

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
外
出
で
き
る
か

否
か
は
フ
レ
イ
ル
の
予
防
に
直
結
す
る

重
要
な
要
素
で
す
）。

・
現
在
ス
マ
ホ
の
使
用
率
が
41
％
、
携

帯
が
33
％
、
使
用
し
て
い
な
い
が
20
％
、

ス
マ
ホ
の
普
及
で
ワ
ク
チ
ン
予
約
な
ど

が
自
由
に
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

�（
参
考
資
料
：
グ
ラ
フ
３
《
12
ペ
ー
ジ
》）

・
仕
事
を
し
て
い
な
い
人
は
71
・
６
％
、

仕
事
を
し
て
い
る
人
は
24
・
３
％
い
ま

0
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30

35

無回答わからない要介護５要介護４要介護３要介護２要介護１要支援２要支援１

受けたことがある場合、要介護度は次のうちどれですか。

無回答
（9.7％）

受けたことがない
（74.8％）

受けたことがある
（15.5％）

受けたことがある
（15.5％）

あなたは要介護を
受けたことがありますか。

Ｑ１.会員の現状アンケート

受けたことがある場合、要介護度は次のうちどれですか。
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◆
単
位
ク
ラ
ブ
や
区
高
連
へ
の
要
望

　

会
員
か
ら
の
要
望
や
意
見
は
多
岐
に

わ
た
り
ま
し
た
。
以
下
そ
の
あ
ら
ま
し

と
、
ク
ラ
ブ
や
連
合
会
の
対
応
策
に
つ

い
て
ご
返
事
い
た
し
ま
す
。

A
：
広
報
関
連

「
ど
こ
で
何
を
や
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な

い
」「
参
加
し
た
い
が
方
法
は
？
」「
知

り
合
い
が
い
な
い
」

※�

単
位
ク
ラ
ブ
の
広
報
が
一
番
必
要
、

そ
の
た
め
の
勉
強
会
を
開
き
た
い
。

B
：
会
員
募
集

「
誘
わ
れ
れ
ば
入
る
か
も
」「
一
人
暮
ら

し
の
人
こ
そ
誘
お
う
」

※�

常
時
会
員
を
勧
誘
し
よ
う
！　

そ
の

た
め
の
勉
強
会
を
開
こ
う
。

C
：
行
事
の
充
実

「
参
加
し
た
い
行
事
が
な
い
」「
休
日
に

や
っ
て
欲
し
い
」「
平
日
が
い
い
」「
見

学
さ
せ
て
」「
も
っ
と
行
事
を
や
っ
て
」「
コ

ロ
ナ
禍
で
も
何
か
や
っ
て
」「
役
員
だ
け

で
や
っ
て
い
る
」

※�

行
事
内
容
の
充
実
と
改
善
、
近
隣
ク

ラ
ブ
と
の
連
携
、
役
員
の
企
画
工
夫
、

慰
問
サ
ー
ク
ル
の
招
請
な
ど
。

Ｄ
：
理
解
者
と
の
連
携

「
ク
ラ
ブ
活
動
は
あ
り
が
た
い
」「
友
達

と
の
交
流
が
楽
し
い
」「
町
会
の
ク
ラ
ブ

は
大
切
で
す
」「
ク
ラ
ブ
は
楽
し
ん
だ
者

◆
地
域
と
の
つ
な
が
り
は
…

・
現
在
参
加
し
て
い
る
地
域
活
動
は
、

①
高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
集
会
や
活
動
②
町

会
活
動
③
祭
礼
な
ど
④
趣
味
サ
ー
ク
ル

⑤
軽
ス
ポ
ー
ツ
⑥
社
会
奉
仕
な
ど
で
す

が
、
た
だ
問
題
は
会
員
な
の
に
す
べ
て

不
参
加
が
33
・
６
％
、
将
来
も
不
参
加

が
62
・
８
％
も
い
る
こ
と
で
活
動
に
改

善
の
余
地
が
あ
り
そ
う
で
す
。

・
高
齢
者
ク
ラ
ブ
活
動
の
希
望
順
位
は
、

①
新
年
会
（
懇
親
会
）
②
旅
行
会
③
カ

ラ
オ
ケ
会
④
歩
こ
う
会
⑤
誕
生
会
⑥
軽

ス
ポ
ー
ツ・
趣
味
の
会
な
ど
で
す
が
、「
参

加
し
た
い
行
事
が
な
い
」
が
23
％
も
あ

り
反
省
材
料
で
す
。　

・
シ
ニ
ア
大
学
へ
の
意
向
は
、
受
講
し
た

い
24
・８
％
、受
講
し
た
く
な
い
48
・９
％
、

無
回
答
26
・
４
％
で
し
た
（
会
員
の
大

半
は
シ
ニ
ア
大
学
に
は
興
味
が
な
い
の

で
す
が
、
一
般
の
シ
ニ
ア
に
は
教
養
講

座
に
興
味
の
あ
る
人
が
多
く
ニ
ー
ズ
は

高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
シ
ニ
ア
大
学
は

単
位
ク
ラ
ブ
で
で
き
な
い
知
的
活
動
を
、

区
や
連
合
会
の
力
で
補
う
重
要
な
活
動

で
し
ょ
う
）。

す
。
仕
事
の
目
的
は
生
活
費
の
た
め
が

43
％
で
す
が
、
生
き
が
い
や
健
康
の
た

め
に
働
く
方
も
多
い
よ
う
で
す
。

・
収
入
源
は
公
的
年
金
が
54
・
３
％
で

や
は
り
多
く
、
そ
の
収
入
で
の
暮
ら
し

向
き
は
『
普
通
』
と
い
う
人
が
60
％
を

占
め
、『
ゆ
と
り
が
あ
る
』
が
18
％
も
い

る
反
面
、『
苦
し
い
』
と
い
う
人
が
18
・

５
％
も
い
る
の
が
現
実
で
、
そ
の
格
差

が
気
に
な
り
ま
す
。

・
日
頃
の
健
康
法
は
、
①
食
事
に
気
を

付
け
る
②
定
期
検
診
を
受
け
る
③
睡
眠

④
口
内
清
潔
⑤
気
持
ち
の
平
安
⑥
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
⑦
趣
味
⑧
地
域
活
動
⑨
保
健

知
識
⑩
ラ
ジ
オ
体
操
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。

・
日
頃
の
生
活
に
「
生
き
が
い
」
が
あ
る

人
が
60
・
８
％
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
思

い
つ
か
な
い
人
が
40
％
も
い
ま
す
。
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無回答大変
ゆとりが
ある

やや
ゆとりが
ある

ふつうやや
苦しい

大変
苦しい

現在の暮らし（家計）の状況を
総合的にみてどう感じますか。

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）
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勝
ち
で
す
」

※�
地
域
の
奉
仕
活
動
の
理
解
者
と
の
連

携
、
関
係
団
体
と
の
協
力
。

Ｅ
：
悩
み
・
苦
情

「
家
族
の
介
護
で
参
加
で
き
な
く
な
っ

た
」「
男
性
が
少
な
い
」「
自
分
に
合
っ

た
ク
ラ
ブ
は
ど
う
探
せ
ば
い
い
の
」「
若

手
向
き
の
活
動
も
」

※�

個
別
の
悩
み
に
も
親
切
に
対
応
し
た

い
。
区
の
担
当
課
と
も
連
携
し
よ
う
。

Ｆ
：
奉
仕
・
友
愛
活
動

「
町
へ
の
奉
仕
活
動
は
ク
ラ
ブ
と
し
て
も

働
き
が
い
が
あ
る
」「
一
人
暮
ら
し
の
方

の
見
守
り
は
大
切
」「
美
化
や
花
づ
く
り

は
高
齢
者
の
得
意
技
」「
ゴ
ミ
減
・
ラ
ジ

オ
体
操
も
」

※�

地
域
や
身
の
回
り
へ
の
奉
仕
は
、
自

助
活
動
で
も
あ
り
大
切
で
す
。

Ｇ
：
生
き
が
い

「
旅
行
会
を
や
っ
て
」「
年
寄
り
の
集
ま

れ
る
場
所
を
」「
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
い
」

「
趣
味
の
会
を
！
」　

※�

シ
ニ
ア
向
け
の
活
動
を
増
や
そ
う
。

自
ク
ラ
ブ
の
特
技
を
持
と
う
。

Ｈ
：
健
康

「
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
・

日
本
舞
踊
・
ヨ
ガ
教
室
・
太
極
拳
・
テ

ニ
ス
教
室
な
ど
を
！
」

※�

ク
ラ
ブ
役
員
は
、
ま
ず
率
先
し
て
何

か
健
康
づ
く
り
に
挑
戦
し
よ
う
！

Ｉ
：
教
養

「
文
学
・
万
葉
集
講
座
・
Ｐ
Ｃ
・
ス
マ
ホ

教
室
・
俳
句
川
柳
教
室
・
文
集
や
広
報

案
内
づ
く
り
教
室
を
！
」「
地
域
の
文
化

の
伝
承
は
長
老
の
仕
事
」

※�

教
養
講
座
や
文
化
活
動
も
大
切
、
ワ

ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
も
覚
え
よ
う
。
助

成
金
の
申
請
・
報
告
事
務
な
ど
の
勉

強
会
を
連
合
会
で
開
こ
う
。

Ｊ
：
ク
ラ
ブ
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー

「
ク
ラ
ブ
活
動
の
仕
方
が
分
か
ら
な
い
」

「
何
も
経
験
が
な
い
の
に
役
員
に
さ
せ
ら

れ
た
」「
Ｐ
Ｃ
も

ス
マ
ホ
も
な
い
」

※
ク
ラ
ブ
役
員

　

の
サ
ポ
ー
ト

　

が
必
要
で
す
。

　

区
高
連
や
ブ

　

ロ
ッ
ク
で
勉

　

強
会
を
開
き

　

サ
ポ
ー
ト
し

　

ま
し
ょ
う
。
で
き
れ
ば
さ
ら
に
進
め

　

て
「
ク
ラ
ブ
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を

　

作
り
、
助
力
を
求
め
る
ク
ラ
ブ
に
派

　

遣
し
た
い
。

Ｋ
：
シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
と
連
携

「
元
気
な
お
年
寄
り
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
で
働
き
ま
し
ょ
う
」「
ワ
ー
ド

で
ク
ラ
ブ
の
行
事
案
内
が
作
れ
る
よ
う

に
教
え
て
欲
し
い
」

※�

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
で
働
い
て
い
る
よ

う
な
元
気
な
シ
ニ
ア
が
、
高
齢
者
ク
ラ

ブ
に
入
っ
て
活
動
を
助
け
て
欲
し
い
。

前
述
の
ク
ラ
ブ
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
を
、

シ
ル
バ
ー
セ
ン
タ
ー
で
養
成
で
き
な
い

か
？　

セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
も
考
え

た
い
。

使用している
（75％）

使用していない
（20.2％）

無回答
（４％）
無回答
（４％）

パソコン
（19.2％）

スマートフォン
（41.1％）

携帯電話
（32.7％）

タブレット
（6.4％）

スマートフォンなどの通信機器を
使用していますか。

使用していると言った方の
内訳

グラフ３

ト
ピ
ッ
ク
ス

「
ち
は
ら
町
並
み
美
術
館
」
が

今
秋
10
月
よ
り
閉
館
し
ま
す
！

　

区
高
連
会
員
証

で
無
料
入
館
の
同

館
は
、
都
合
に
よ

り
10
月
よ
り
閉
館

い
た
し
ま
す
。
鑑
賞
を
ご
希
望
の

方
は
、
現
在
夏
季
休
館
中
の
た
め
、

９
月
15
日
～
30
日
の
間
に
ご
来
館

く
だ
さ
い
。�

（
同
館
よ
り
）

令和３年８月15日（12）いきいき豊島第101号

私たちは豊島区高齢者クラブの活動を応援しています。



�（令和３年２月以降　会長就任者）�（令和３年２月以降　会長就任者）
新任会長名簿新任会長名簿

ブロック クラブ名 会長名

① 折戸千歳会 髙橋　照子

① 巣鴨五丁目朝日クラブ 松岡　國夫

① 染井さくら会 鈴木　直子

① 悠々会 田辺　貞子

② 東南第三クラブ 世羅　幸枝

③ ひばり会 岡部　俊夫

④ 和楽会 小田　光孝

④ 日出ことぶき会 安田　紀子

④ 親和豊寿会 宮城　敏男

⑤ 西池太陽会 辻　　久明

⑦ 高三長寿会 福田　房子

　今春、大塚駅前にリュックの忘れ

物があって交番に届けられました。

中に「豊高連・会員証」があったの

で、巣鴨署から高齢者福祉課経由で

身元が判明、クラブ会長から本人に

連絡して、リュックは無事本人に戻

りました。ご本人は連絡を受けるま

で「忘れたことも忘れてた」とか？

　会員証のお陰です。

すべての町会自治会に
クラブを！

　豊島区内には129の町会や自治会が

あります。そして同様に区内には高齢

者クラブが、現在72クラブあります。

高齢者クラブは町会単位に結成される

ことが多いのですが、これは強制や義

務ではなく、高齢住民有志により自主

的に組織されており、近隣の町会から

会員が集まるクラブもあるのです。

　区内の高齢者がどこかのクラブに入

りたいと思ったとき、地元にクラブが

なければ近隣地域を探さねばなりませ

ん。また近隣のクラブが自分の好む行

事をしていないときは、その行事をし

ているクラブを探して入ることになり

ます。

　高齢者クラブの第一の目的は「地

元高齢者同士の交流・親睦」ですから、

まだクラブのない町会・自治会では、

ぜひ有志の皆さんが語らってクラブ

の結成をお考えください（最小限20

名以上集まれば、補助金対象のクラ

ブとなります。その際は連合会もお

手伝いさせていただきます）。

　また現在のクラブでは、単一町会

の会員だけでかたまることなく、広

く近隣の皆さんを勧誘して親睦活動

を広げましょう。そして各クラブの

好きな趣味や行事を続けて、交流し

合いましょう。

★町会・自治会の皆さん、ぜひ地域

の高齢住民の組織化を応援してくだ

さい。

豊高連の会員証で、
忘れ物が届きました！

いきいき豊島

（13）令和３年８月15日 いきいき豊島 第101号

私たちは豊島区高齢者クラブの活動を応援しています。
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本誌の名称は永年「豊島区高連広報」としており
ましたが、本誌が１０１号を迎えたのを機に「いきい
き豊島」に変更いたしました。

他区の連合会も同様の広報誌を発行しており、そ
の誌名もまちまちですが、単に ｢広報｣ とするより、
クラブ活動の「ポリシーや目的」を感じられる誌名
に変えたい、との広報部の希望が入れられました。

当初、誌名案には「明るいとしま」「住みよい…」「健
やか…」「お達者…」など豊島にちなんだものや、｢
豊島倶楽部｣｢豊島人｣「豊かな人生」「稔りの刻」など、

なかなか凝った案が集まりましたが、常任理事会で
数回の選考の末に、最高票を集めたのが、この ｢い
きいき豊島｣ でした。

高齢者クラブの主な目的は「心身ともに活き活き
と暮らす」ことでしょうし、あっさり・すっきり簡潔
な誌名となりました。
大幅に変わる表紙デザインとともに、｢いきがいと

活気に満ちた区高連活動｣ を、皆さんとともに考え
る「いきいき豊島」を目指したいと思います。

 （広報部）
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❖広報誌の名称変更　「いきいき豊島」になりました❖

本
紙
へ
の
投
稿

■
文
芸
欄

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
な
ど

�

（
な
る
べ
く
新
作
で
一
人
三
句
ま
で
）

■
読
者
欄

意
見
・
感
想
・
要
望
な
ど

▼
す
べ
て
〆
切
は
６
月
15
日
、
11
月

30
日
ま
で
。
い
ず
れ
も
所
属
ク
ラ
ブ

と
お
名
前
明
記
の
上
、
事
務
局
ま
で

ご
寄
稿
く
だ
さ
い（
誌
面
上
で
は
ペ

ン
ネ
ー
ム
や
筆
名
、
雅
号
も
可
）。

※
た
だ
し
掲
載
の
可
否
は
編
集
部
に

お
任
せ
い
た
だ
き
ま
す
。
悪
し
か
ら

ず
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

令和３年８月15日（14）いきいき豊島第101号

私たちは豊島区高齢者クラブの活動を応援しています。
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リ
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ー
ア

ル
い
た
し
ま
し
た
。
表
紙
が
と
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も
明
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な
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た

が
、
い
か
が
で
し
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う
か
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改
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を
記
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し
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高
野
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に
絵
画
と
コ
メ
ン
ト
を
ご
寄
稿
い
た
だ
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た
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ん
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▼
ワ
ク
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種
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高
齢
者
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も
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ん
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青
壮
年
の
皆
さ
ん

に
も
普
及
す
る
今
秋
に
は
、
私
た
ち
の
活
動
も
平
常
に
戻
れ
る
も

の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
作
品
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は
、
区
庁
舎
八
階
の
廊
下
で
の
展
示
に
な
り
ま
す
。

「
芸
能
ま
つ
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」
は
南
大
塚
ホ
ー
ル
で
の
開
催
で
す
。
皆
さ
ん
ご
準

備
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
広
報
部
で
は
、｢

い
き
い
き
豊
島｣

の
次
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立

上
げ
を
準
備
中
で
す
。
会
誌
と
ネ
ッ
ト
の
双
方
で
会
員
間
の
情
報

交
換
を
緊
密
に
し
た
い
の
で
す
が
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
見
て

も
、
ま
だ
不
慣
れ
な
方
が
多
い
の
で
、「
ス
マ
ホ
教
室
」
や｢

パ
ソ

コ
ン
教
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も
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

▼
今
後
と
も
、豊
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区
の
進
め
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高
齢
者
に
優
し
い
ま
ち
づ
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り
」

に
、
私
た
ち
自
身
も
一
層
努
力
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
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■
ス
ポ
ン
サ
ー
の
皆
様
へ
の
御
礼

　

本
紙
の
発
行
に
際
し
ご
協
賛
い
た
だ
き
ま
し

た
ス
ポ
ン
サ
ー
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
支
援
ご
協
賛
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

E-メール toshima.elder.club@sunny.ocn.ne.jp

きらぼし銀行きらぼし銀行

事
務
所
員
は
火
曜
日
、
木
曜
日
に
常
駐
し

て
い
ま
す
。
勤
務
時
間
は
午
前
9
時
30
分

か
ら
午
後
4
時
で
す
。

（15）令和３年８月15日 いきいき豊島 第101号

私たちは豊島区高齢者クラブの活動を応援しています。



　お家の周りを、いつもきれいに！
　季節の花鉢など草花も育てて
　飾って！
　美化は､ 防犯にも役立ちます！

①�美化・清掃・緑化①�美化・清掃・緑化

　見守り・ひと声運動、たすけあい！
　ラジオ体操、みんなの体操、ウォーキング、
　毎日外出！
　交通安全・防災訓練・住みよい街づくり運動！

③�友愛・健康・協働③�友愛・健康・協働

やさしい社会奉仕です！やさしい社会奉仕です！

　今はどのクラブも、コロナ禍で自由にクラブ
活動ができませんが、会員の皆さんはぜひお家
で、お一人でもでき、高齢者でもできる「社会
奉仕」（関連してSDGs）に協力しましょう！
※�毎年9月20日は、全国一斉「社会奉仕の日」
です。

私たちにもできる私たちにもできるSDGsSDGs！！

②�環境保全②�環境保全
　�資源回収　�資源回収
　�リサイクル　�リサイクル
　町会・自治会のごみ減運動に協力　町会・自治会のごみ減運動に協力
　しましょう！　しましょう！
　環境保全にみんなで協力、誰でも　環境保全にみんなで協力、誰でも
　できるエコロジー！　できるエコロジー！

第2の人生のスタート!!
会員募集会員募集

高齢者クラブに入会しましょう

豊島区高齢者クラブ連合会　TEL.03-5950-2511
豊島区高齢者福祉課　　　　TEL.03-4566-2429

み
な
さ
ん 高齢期を、前向きに、心豊かに暮らすために！

ともに生きがいと、健康づくりを進めるために！

令和３年８月15日（16）いきいき豊島第101号


